
事例調査による方式別概算コスト例 
 

 

※他市の事例の一例であり、今後の検討により本市の条件にあてはめると、変動するものと考えられます。 

 

【他市事例】 

 自校方式（１校整備分） センター方式 デリバリー方式 

規模 調理能力 約 1,000 食 調理能力 約 4,500 食 対象生徒数 約 2,500 人 

(中学校 5 校) 

初期費用 

（ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ） 

約 3 億円 

（内容） 

・学校整備費(調理・配膳室等) 

・設備費(調理機器、食器等) 

 

※設計・工事監理費用、外構

整備費等は含まない。 

 

約 12 億 8 千万円 

（内容） 

・建設費 

・用地費 

・学校整備費(配膳室等) 

・設備費(調理機器、食器等) 

 

※設計・工事監理費用、外構整備費

等は含まない。 

約 1 億 7 千万円 

（内容） 

・学校整備費(配膳室等) 

・設備費(ランチボックス等) 

 

※再加熱機費用等は含まない。 

年間運用費用 

（ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ） 

約 2 千万円 

（内訳） 

・調理人件費 

・施設の修繕維持費 

 

※食材費、光熱費等は含まな

い。 

約 1 億 2 千万円 

（内容） 

・調理人件費 

・食材費 

・修繕費 

・配送業務費 

 

※食材費、光熱費等は含まない。 

 

約 1 億 1 千万円 

（内容） 

・業者委託費 

 

※食材費は含まない 

 

 

 

 

【本市の規模に置き換えたイメージ】 

 自校方式（6 校整備分） センター方式 デリバリー方式 

規模 調理能力 約 500～1,000 食 

×6 校 

調理能力 約 4,500 食 必要食数 約 3,700～4,300 食 

初期費用 

（ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ） 

約 18 億円 

（約 3 億円×6 校） 

 

（内容） 

・学校整備費(調理・配膳室等) 

・設備費(調理機器、食器等) 

 

※設計・工事監理費用、外構

整備費等は含まない。 

 

約 12 億 8 千万円 

 

（内容） 

・建設費 

・用地費 

・学校整備費(配膳室等) 

・設備費(調理機器、食器等) 

 

※設計・工事監理費用、外構整備費

等は含まない。 

約 3 億円 

 

（内容） 

・学校整備費(配膳室等) 

・設備費(ランチボックス等) 

 

※再加熱機費用等は含まない。 

年間運用費用 

（ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ） 

約 1 億 2 千万円 

（約 2 千万円×6 校） 

 

（内訳） 

・調理人件費 

・施設の修繕維持費 

 

※食材費、光熱費等は含まな

い。 

約 1 億 2 千万円 

 

（内容） 

・調理人件費 

・食材費 

・修繕費 

・配送業務費 

 

※食材費、光熱費等は含まない。 

約 1 億 6 千万円 

～約 1 億 9 千万円 

 

（内容） 

・業者委託費 

 

※食材費は含まない 
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